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農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
の
状

況
等
を
把
握
す
る
た
め
、
農
業
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
、
毎

年
、
市
内
全
域
の
利
用
状
況
を
調
査
し

て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
適
正
な
農
地
の
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
、
雑
草
や
害
虫
等
の
温

床
と
な
る
ほ
か
、
粗
大
ゴ
ミ
や
産
業
廃

棄
物
等
の
不
法
投
棄
を
誘
引
し
、
悪
臭

や
汚
水
の
発
生
源
と
な
る
な
ど
、
周
辺

環
境
に
多
大
な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

農
地
の
所
有
者
及
び
耕
作
者
の
皆
さ

ま
に
は
、
周
辺
地
域
に
悪
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
、
草
刈
、
耕
耘
を
行
う
と

と
も
に
、
農
地
の
適
切
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
近
頃
は
市
北
部
を
中
心
に
獣

害
被
害
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

雑
草
の
繁
茂
す
る
農
地
は
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
住
処
に
な
り
や
す
く
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

高
齢
化
や
相
続
等
に
よ
り
管
理
が
難

し
く
な
っ
た
農
地
は
放
置
せ
ず
、
地
区

担
当
の
農
業
委
員
等
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

遊
休
農
地
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

地域パトロールの様子地域パトロールの様子農地パトロールの様子

遊休農地(右)から背丈以上の雑草が隣地(左)の水稲に覆いかぶさる

BEFOREBEFOREBEFORE AFTERAFTERAFTER

キレイに

スト
ップ

！

違反転用
　農地を駐車場や資材置き場など耕作以外の

目的で無断利用することは農地法違反です。

絶対にやめてください！

〈罰則〉

　　◆３年以下の懲役

　　◆300万円以下の罰金

　　（法人は１億円以下の罰金）

事前に地元農業委員等又は農業委員会に

必ずご相談ください。

４月１日から課名が変わります。

電話番号及び事務所の場所に変更はありません。

農林課　➡　農林振興課

お知らせ

地域計画どうなっ地域計画どうなった！？

　農業者の高齢化や後継者不足等の課題に対応するため、地域の農業者や関係者による話し合いを通じ

て、概ね10年後の地域農業の姿を描いた「未来の設計図」。市では、令和７年３月に42地区で策定し

ました。

「地域計画」とは 市街化調整区域内の農地が対象

　地域の将来を真剣に考える機運が徐々にではありますが確実に高まっています。大阪府みどり公社の

農地中間管理事業（農地貸借契約）の信頼担保を元に、「耕されている農地を、耕せるうちに、耕せる

人に繋いでいく」意識の浸透により、次の耕作者に農地を託す新規の貸借契約はこの１年で38筆に。件

数としては北摂最多です。また、自分たちで農地を守る意識を具体化するため、新たに集落営農組織を

設立する地域も現れました。

　代々農地を引き継いで来られた

農業者の奮闘により、市内で生産

される米や野菜に価値を見出す消

費者が増加し、農作業の手間や煩

わしさを超えて、農地が地域の世

代間交流や新規就農者の挑戦の場

になっています。

　これからも、耕作者が不在の農

地を無くすため、地域内での継続

的な話し合いが大切です。

策定後１年の状況は

策定後１年の効果

新規の農地貸借：38筆、

　　　　　　　　35,588 ㎡

集落営農組織の

　　　　　設立：１件

令和８年１月末現在

ほ場整備により集積された農地(大字佐保)

地域ミーティングの様子
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山
間
部
を
中
心
に
集
落
単
位
で
設
立

さ
れ
た
営
農
組
織
。
そ
の
様
々
な
活
動

内
容
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ご
自
身
の
地
域
で
の
組
織
化
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

■
立
ち
上
げ
の
経
緯
は

・
市
の
特
産
「
龍
王
み
そ
」

の
原
料
と
な
る
見
山
地
区

の
大
豆
栽
培
を
拡
大
す
る
た
め
。

・
ほ
場
整
備
を
き
っ
か
け
に
機
械
の
共

同
利
用
に
よ
る
耕
耘
や
草
刈
り
等
の

農
作
業
受
託
を
担
う
た
め
。

　

■
組
合
員
の
人
数
や
年
齢
は

・
60
〜
70
代
の
男
性
を
中
心
に
10
〜
20

人
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
実

働
は
10
人
弱
の
地
域
も
。
ま
た
、
80

代
の
方
や
女
性
組
合
員
も
い
て
、
夏

の
作
業
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
、
工

夫
し
な
が
ら
作
業
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

■
作
付
の
種
類
や
面
積
は

・
水
稲
の
み
約
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

・
大
豆
の
み
約
30
ア
ー
ル
。

・
大
豆
50
ア
ー
ル
、
キ
ャ
ベ
ツ
・
大
根

を
10
ア
ー
ル
の
ほ
か
水
稲
約
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
。

　

■
組
織
化
の
メ
リ
ッ
ト
は

・
個
人
で
や
る
よ
り
耕
地
面
積
が
拡
大

し
、
学
校
給
食
の
販
路
を
開
拓
。

・
新
規
就
農
者
や
作
業
体
験
の
受
け
入

れ
な
ど
の
新
た
な
繋
が
り
の
構
築
。

・
水
田
か
ら
大
豆
へ
の
転
作
で
交
付
金

の
受
け
取
り
可
。

　

■
組
織
化
に
必
要
な
こ
と
は

・
任
意
団
体
の
場
合

団
体
の
事
業
目
的
等
を
定
め
た
規
約

（
組
合
員
名
簿
含
む
）
、
団
体
口
座

な
ど
。

・
農
事
組
合
法
人
の
場
合

定
款
作
成
、
役
員
の
選
任
、
団
体
口

座
、
法
人
登
記
、
決
算
報
告
、
法
人

と
し
て
の
納
税
な
ど
。

集
落
営
農
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

地
域
農
業
の
た
し
か
な
担
い
手
に

※
行
政
の
補
助
対
象
と
な
る
に
は
、
運
用
面
も

　

含
め
た
詳
細
を
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
農
事
組
合
法
人
お
お
い
わ
】

　

個
人
の
農
地
に
つ
い
て
、
み
ど

り
公
社
を
介
し
て
一
括
借
入
す
る

こ
と
で
、
地
域
内
農
地
の
約
６
割

の
担
い
手
と
し
て
設
立
。
市
の
支

援
で
大
型
農
機
を
導
入
し
、
生
産

効
率
向
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
◎
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今後の展望

　１番の課題は組合員の高齢化…

ですがっ！！

　就農希望者の積極的な受入や地域の

若手農業者との協業により、持続可能

な組織運営に努めています。

　人口減少社会でも農業をやりたい、

やってみたい人は少なからずいるんで

す。

『人材を受け入れる』

�����

市では、地域計画の強力な担い手となる集落営農

組織の設立をサポートしています。農業用機械貸

与※などの助成も！

組織化サポートやってます

※市がトラクター等を購入し、

　希望する地域に貸し出し

（購入費の２分の１補助相当）

詳しくは

農林振興課

072－620－1622

任
意
団
体
や
農
事
組
合
法
人
と
し
て

ま
と
ま
り
、
農
作
業
の
分
担
や
営
農
計

画
の
共
有
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
互
い

に
支
え
合
い
な
が
ら
農
地
を
守
る
仕
組

み
と
し
て
、
古
く
は
平
成
初
期
か
ら
活

動
し
て
い
る
集
落
営
農
。

活
動
の
内
容
や
規
模
は
違
え
ど
、「
自

分
た
ち
の
農
地
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
思
い
は
同
じ
。

都
市
化
が
進
む
今
、
都
市
住
民
か
ら

懐
か
し
い
風
景
と
し
て
愛
さ
れ
る
自
然

と
田
園
が
織
り
な
す
景
観
の
後
ろ
に

は
、
人
の
手
と
気
持
ち
が
確
か
に
存
在

し
て
い
ま
す
。

　

市
の
北
端
に
位
置
す
る
上
音
羽
地
区

で
は
、
ほ
場
整
備
を
機
に
、
平
成
４
年

に
農
事
組
合
法
人
を
設
立
。
現
在
は
、

高
齢
離
農
者
か
ら
の
受
託
を
中
心
に
約

2.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
働
10
人
ほ
ど
で
管

理
し
て
い
ま
す
。

　

な
に
わ
の
伝
統
野
菜
「
三
島
う
ど
」

の
生
産
や
、
う
る
ち
米
「
さ
く
ら
音
米

(

お
と
め)

」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
積
極

的
に
挑
戦
。
さ
ら
に
、
北
摂
地
域
を
中

心
に
活
動
す
る
大
阪
よ
ど
が
わ
市
民
生

協
と
連
携
し
、
農
業
に
関
心
の
あ
る
組

合
員
に
野
菜
作
り
の
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
農
事
組
合
法
人
上
音
羽
営
農

組
合
代
表
の
大
植
勝
二
さ
ん
は
「
農
の

間
口
を
広
げ
る
活
動
を
通
し
て
担
い
手

を
育
成
す
る
こ
と
が
、
農
業
を
未
来
へ

繋
い
で
い
く
う
え
で
重
要
だ
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

竜
王
山
麓
の
標
高
差
100
メ
ー
ト
ル
以

上
に
小
規
模
の
農
地
が
点
在
す
る
車
作

地
区
で
は
、
17
人
の
営
農
組
合
員
が
そ

れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
、

水
稲
を
中
心
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、

大
豆
を
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
生
産
し
て
い

ま
す
。
学
校
給
食
へ
の
供
給
や
、
近
隣

園
児
の
た
め
に
身
近
な
農
体
験
を
提
供

す
る
ほ
か
、
日
頃
の
営
農
活
動
を
通
じ

て
就
農
希
望
者
の
農
業
技
術
の
向
上
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
未
来
へ
の
種
ま

き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
複
数
の
地
域
で

集
落
営
農
組
織
が
精
力
的
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
落
営
農
が

つ
く
る
未
来

生協組合員と一緒に大豆の収穫作業をする様子

園児の収穫体験の様子

過
去
か
ら
の
思
い
を　
　

ぐ

紡

来
に
種
を
ま
く

未


